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三島市のゴミ問題は大丈夫か
焼却だけでないゴミ処理の在り方

こ
こ
で
い
う
廃
棄
物
と
は
自
治

体
が
収
集
す
る
廃
棄
物
で
、
民
間

業
者
回
収
や
自
己
処
理
は
含
ま
ず
、

集
団
回
収
を
含
む
か
ど
う
か
自
治

体
に
よ
り
違
い
が
あ
る
た
め
、
こ

の
順
位
が
即
ゴ
ミ
の
減
量
努
力
レ

ベ
ル
を
示
す
と
は
言
え
な
い
が
、

ざ
っ
と
し
た
住
民
の
消
費
活
動
傾

向
は
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ワ
ー
ス
ト
一
位
脱
出

三
島
市
が
長
年
の
ワ
ー
ス
ト
１

位
を
抜
け
出
せ
た
理
由
は
、
①
28

年
度
か
ら
実
施
の
、
持
ち
込
み
ゴ

ミ
有
料
化
。
②
焼
却
場
改
修
に
伴

う
延
命
化
の
た
め
の
収
集
基
準
厳

格
化
で
、
規
格
外
の
物
は
収
集
し

な
い
、
な
ど
が
大
き
い
と
の
こ
と
。

ゴ
ミ
排
出
量
は
景
気
の
動
向
や

天
候
に
影
響
を
受
け
る
が
、
近
年

は
特
に
少
子
高
齢
化
で
減
少
傾
向

に
あ
る
。
25
年
か
ら
27
年
度
に
お

い
て
老
朽
化
し
た
焼
却
炉
が
改
修

さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

機
器
の
効
率
が
高
ま
り
、
電
気
料

＝
光
熱
費
が
減
少
し
た
上
、
焼
却

ゴ
ミ
量
も
減
っ
て
、
二
基
あ
る
炉

が
現
在
は
一
基
稼
働
で
済
ん
で
い

る
と
い
う
。

燃
や
す
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
る
か

三
島
市
で
は
、
燃
や
す
ゴ
ミ
の

中
に
資
源
化
可
能
な
物
が
ま
だ
多

く
、
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

「
資
源
化
率
」
は
向
上
し
、
焼
却

場
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
。
29
年

度
で
は
、
紙
類
ゴ
ミ
の
15
％
は
ま

だ
ま
だ
資
源
化
可
能
。
現
在
燃
や

し
て
い
る
木
類
・
剪
定
枝
も
チ
ッ

プ
化
な
ど
の
資
源
化
は
可
能
（
新

た
に
収
集
車
、
人
件
費
が
必
要
）
。

組
成
割
合
で
20
％
程
度
を
占
め
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
燃
や
さ
ず
、

沼
津
市
の
よ
う
に
分
別
し
て
、
プ

ラ
製
品
は
燃
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
れ
ば
資
源
化
は
で
き
る
が
新

た
な
中
間
処
理
施
設
が
建
設
必
要

に
な
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高
め

る
に
は
お
金
が
か
か
る
。

三
島
市
の
焼
却
炉
の
現
状

プ
ラ
は
燃
え
に
く
い
生
ゴ
ミ
の

助
燃
剤
に
な
っ
て
い
て
、
灯
油
の

使
用
量
が
減
る
こ
と
で
温
度
調
整

の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
。

藤
枝
市
の
よ
う
に
厨
芥
ゴ
ミ
を
分

別
し
肥
料
化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、

プ
ラ
を
燃
や
さ
な
い
こ
と
を
同
時

に
や
ら
な
い
と
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
。
沼
津
市
の
よ
う
に
生

ゴ
ミ
の
水
分
を
で
き
る
だ
け
切
り

半
乾
き
を
奨
め
る
と
、
温
度
が
高

く
な
り
炉
に
負
担
が
か
か
っ
て
く

る
。
こ
の
生
ゴ
ミ
と
プ
ラ
ゴ
ミ
の

連
動
関
係
か
ら
三
島
市
が
脱
皮
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

単
独
か
広
域
かｰー

新
設
焼
却
炉

約
30
億
円
か
け
た
改
修
焼
却
炉

の
耐
用
期
間
は
15
年
で
、
2
0
3

1
年
に
は
新
設
が
必
要
と
な
る
。

百
億
円
近
く
か
か
る
と
い
う
が
具

体
的
計
画
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
。
10
年
後
の
更
な
る
超
高
齢
・

人
口
減
少
時
代
に
ど
の
よ
う
な
焼

却
炉
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
か
。

将
来
人
口
減
に
伴
い
、
国
は
他

自
治
体
と
の
共
同
処
理
・
広
域
化

を
奨
め
て
い
る
。
三
島
市
の
場
合
、

例
え
ば
裾
野
市
、
長
泉
町
、
函
南

町
、
熱
海
市
な
ど
と
の
共
同
が
想

定
さ
れ
る
が
、
市
町
の
特
性
の
違

い
で
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。

広
域
化
で
は
情
報
交
換
・
調
整

合
意
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

ゴ
ミ
処
理
の
あ
る
べ
き
姿

ゴ
ミ
の
分
別
を
も
っ
と
細
分
し

有
効
利
用
し
て
い
く
。
生
ゴ
ミ
は

堆
肥
化
、
プ
ラ
ゴ
ミ
は
リ
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
。

近
で
は

▼『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク

ス
』、
池
澤
さ
ん
の
本
久

し
ぶ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
読
み
ま
し
た
。
戦
後

す
ぐ
優
秀
な
若
い
科
学
者
7
、
8

人
が
秘
密
の
場
所
に
集
め
ら
れ
て
、

命
じ
ら
れ
た
研
究
を
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
の
名
を「
あ
さ
ぼ
ら
け
」。
▼
一
切

他
言
無
用
。
研
究
所
以
外
で
メ
ン
バー

と
私
的
な
交
際
厳
禁
。
多
額
な
給

料
。
そ
れ
が
あ
る
日
女
性
メ
ン
バ
ー

が
出
勤
途
上
行
方
不
明(

ス
パ
イ
容

疑
で
拉
致
殺
害)

。
数
日
後
リ
ー
ダ
ー

も(

北
朝
鮮
へ
研
究
資
料
を
持
っ
て

亡
命)

。
▼
た
ち
ど
こ
ろ
に「
あ
さ
ぼ

ら
け
」解
散
。
研
究
員
に
は
莫
大
な

年
金
が
生
涯
支
払
わ
れ
、
そ
の
代

わ
り
に
国
家
組
織
で
の
監
視
役
が

つ
く
。
主
人
公
美
汐
の
父
親
も
そ
の

一
人
。
▼
故
郷
の
小
さ
な
島(

凪
島)

に
戻
り
結
婚
し
漁
師
と
な
り
、
漁

師
仲
間
か
ら
慕
わ
れ
平
穏
な
日
々
。

全
て
は
自
分
一
人
の
胸
に
収
め
て
。

67
歳
癌
で
亡
く
な
る
直
前
美
汐
は

父
か
ら
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
入
れ
た
研
究

の
一
部
を
託
さ
れ
る
。
▼
中
身
が

分
か
ら
ぬ
ま
ま
彼
女
は
そ
の
フ
ロ
ッ

ピ
ー
を
身
に
つ
け
得
意
な
泳
ぎ
で
島

を
脱
出
。
父
か
ら
教
わ
っ
た
溺
れ
な

い
お
ま
じ
な
い「
し
ほ
も
か
な
ひ
ぬ
」を

唱
え
な
が
ら
。
幼
馴
染
か
ら
老
人

あ
ら
ゆ
る
知
人
の
助
け
を
借
り
て

東
京
ま
で
。
▼
そ
の
研
究
は
財
界
・

政
界
・
警
察
な
ど
が
企
ん
だ
原
爆

を
日
本
で
作
る
と
い
う
も
の
。
外
国

に
も
知
ら
れ
ず
日
本
国
内
で
も
一

切
秘
密
裡
に
。
▼
中
に
詰
め
る
物

に
よ
っ
て
原
爆
と
も
な
り
、
原
発
と

も
な
り
得
る
。
原
爆
、
福
島
の
原
発
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
件
等
々

恐
怖
に
か
ら
れ
る
話
が
連
携
し
国

家
が
操
っ
て
い
た
…
。
▼
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
震
え
る
よ
う
な
お
ぞ
ま
し

さ
な
の
に
、
読
後
感
が
爽
や
か
で
温

か
い
の
は
、
主
人
公
を
取
り
巻
く
人

間
関
係
と
、
万
葉
集
の
歌「
…
し
ほ

も
か
な
ひ
ぬ
い
ま
は
こ
ぎ
い
で
な
」
の

効
果
な
の
で
し
ょ
う
か
？

〈
M
Y
〉

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
1
9
9
0
年

代
後
半
、
欧
米
型
の
成
果
主
義
の

導
入
が
一
大
ブ
ー
ム
に
な
り
、
大

手
か
ら
中
小
に
至
る
ま
で
多
く
の

日
本
企
業
に
は
、
意
欲
と
実
績

（
能
力
）
を
評
価
し
て
賃
金
や
人

事
を
決
め
る
成
果
主
義
賃
金
制
度

が
蔓
延
し
た
。

仕
事
の
目
標
と
意
欲
を
自
己
申

告
し
て
、
そ
れ
を
会
社
が
査
定
す

る
と
い
う
一
見
合
理
的
な
シ
ス
テ

ム
は
、
売
上
実
績
を
数
値
化
で
き

る
職
種
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
企
業
・
職
務
分
野
に
拡
大
す
る

に
は
無
理
が
あ
っ
た
。

そ
れ
も
、
長
い
闘
い
で
、
個
の

主
張
が
当
た
り
前
で
、
仕
事
と
生

活
を
ド
ラ
イ
に
分
け
、
職
業
選
択
・

転
職
が
比
較
的
自
由
な
労
働
市
場

を
持
つ
欧
米
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、

有
給
休
暇
も
容
易
に
消
化
せ
ず
、

長
時
間
労
働
に
黙
し
て
、
一
日
の

大
半
を
職
場
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得

な
い
日
本
の
労
働
環
境
で
は
い
さ

さ
か
無
理
が
あ
っ
た
。

元
々
日
本
の
職
場
の
労
働
意
欲

は
、
職
域
単
位
と
い
う
小
集
団
の

な
か
で
仕
事
の
内
容
と
手
順
が
決

め
ら
れ
、
上

司
も
ほ
と
ん

ど
異
を
唱
え

な
い
と
い
う

形
で
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・

家
電
メ
ー
カ
ー
は
、
90
年
ま
で
世

界
シ
ェ
ア
80
％
超
が
い
ま
や
10
％

台
ま
で
落
と
し
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー

は
ほ
ぼ
全
滅
。
東
芝
は
原
発
に
手

を
染
め
経
営
破
た
ん
。
シ
ャ
ー
プ

は
台
湾
企
業
に
買
収
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
も
リ
ス
ト
ラ
を
繰
り
返
し
、
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
等
世
界
的
ヒ
ッ
ト
商
品
を

次
々
に
生
み
出
し
た
ソ
ニ
ー
に
ヒ
ッ

ト
商
品
の
声
は
な
い
。
こ
れ
ら
は

い
ち
早
く
成
果
主
義
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

他
方
で
、
正
社
員
に
成
果
主
義

を
導
入
し
た
時
期
は
、
首
切
り
・

使
い
捨
て
可
能
な
非
正
規
が
増
加

す
る
の
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い

る
。
成
果

主
義
は
年

功
序
列
と

い
う
カ
ッ

コ
付
き
と
は
い
え
、
よ
り
マ
シ
な

日
本
的
経
営
を
破
壊
し
、
人
件
費

抑
制
・
リ
ス
ト
ラ
導
入
を
前
提
と

し
た
ギ
ス
ギ
ス
し
た
職
場
環
境
を

つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
や
、
経
団
連
の
中
西
会
長
は

４
月
、
「
今
後
、
終
身
雇
用
を
続

け
て
い
く
の
は
難
し
い
」
と
言
い

は
じ
め
、
年
功
序
列
賃
金
に
次
い

で
終
身
雇
用
制
と
い
う
二
つ
の
日

本
的
経
営
も
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。官

公
労
の
成
果
主
義
導
入
は
民

間
大
手
に
や
や
遅
れ
00
年
頃
始
ま
っ

た
。
私
の
い
た
学
校
現
場
で
は
、

私
が
退
職
し
た
翌
年
頃
か
ら
教
職

員
評
価
制
度
な
る
成
果
主
義
が
導

入
さ
れ
た
。
全
国
的
に
は
、
幾
つ

か
都
府
県
で
低
い
評
価
が
出
る
と
、

昇
給
や
ボ
ー
ナ
ス
に
反
映
さ
れ
、

退
職
後
の
再
任
用
（
再
雇
用
）
を

認
め
な
い
。

私
は
退
職
後
、
何
年
間
か
ミ
ニ

組
合
の
委
員
長
を
続
け
て
い
た
。

低
い
人
事
評
価
が
出
さ
れ
た
組
合

員
の
職
場
で
校
長
交
渉
を
行
い
、

何
故
Ｄ
評
価
な
の
か
と
問
う
と
、

ポ
ロ
ッ
と
出
た
の
が
協
調
性
が
な

い
と
。
突
き
詰
め
る
と
、
朝
礼

（
朝
集
会
）
に
出
な
い
と
（
本
人

は
副
担
任
で
担
任
が
休
む
時
は
出

て
い
て
何
ら
支
障
が
な
い
）
。

私
も
在
職
中
、
朝
集
会
に
は
出

な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を

何
故
か
よ
く
見
て
い
た
女
生
徒
が
、

終
わ
る
と
教
科
準
備
室
で
喫
煙
し

て
い
る
私
の
と
こ
に
来
て
、
カ
ラ

カ
イ
半
分
に
「
今
日
も
居
な
か
っ

た
ね
。
み
ん
な
出
て
い
る
時
に
出

な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
。
落
伍

者
に
な
る
ん
だ
か
ら
！
」
（
も
う

な
っ
て
る
！
笑
）
と
オ
チ
ョ
ク
ラ

レ
タ
も
の
だ
。
協
調
性
っ
て
評
価

項
目
は
同
調
性
と
い
う
日
本
的
評

価
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
だ
。

一
事
が
万
事
で
は
な
い
が
、
日

本
的
成
果
主
義
は
、
そ
れ
こ
そ
安

倍
一
強
政
治
で
は
な
い
が
、
上
に

合
わ
せ
る
忖
度
、
周
り
に
合
わ
せ

る
付
和
雷
同
の
体
質
を
育
て
た
の

で
は
な
い
か
。
日
本
を
ダ
メ
に
し

て
い
る
一
因
で
は
な
い
か
。

〈
Ｋ
〉

三
島
市
、
県
下
ワ
ー
ス
ト
一
位
脱
出
。
環
境
省
の
一
般
廃
棄
物
総

排
出
量
調
査
で
、
県
下
人
口
10
万
人
以
上
の
市
の
一
日
一
人
当
た
り

排
出
量
が
27
年
度
ま
で
ワ
ー
ス
ト
一
位
（
9
9
9
㌘
）
を
誇
っ
て
き

た
三
島
市
が
、
28
年
度
ワ
ー
ス
ト
二
位
（
9
3
6
㌘
）
、
29
年
度
3

位
（
9
1
2
㌘
）
に
な
っ
た
。
（
三
島
市
よ
り
つ
ね
に
上
位
だ
っ
た

島
田
市
が
人
口
減
で
10
万
人
を
切
っ
た
せ
い
も
あ
る
？
）

紙
お
む
つ
も
燃
や
さ
ず
処
理
で
き

る
技
術
が
完
成
し
て
い
る
し
、
水

プ
ラ
ズ
マ
と
い
う
瞬
時
に
蒸
発
さ

せ
る
技
術
す
ら
登
場
し
た
。

脱
焼
却
と
言
っ
て
も
全
く
燃
や

さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

燃
や
す
ゴ
ミ
は
限
り
な
く
削
減
さ

れ
、
炉
も
小
規
模
で
済
む
。
CO
2

も
削
減
さ
れ
、

終
処
分
場
に
も

余
裕
が
で
き
る
。

し
か
し
、
煩
雑
に
な
る
分
別
手

間
を
市
民
が
負
担
で
き
る
の
か
。

分
別
収
集
・
資
源
化
に
か
か
る
新

た
な
施
設
費
、
人
件
費
な
ど
の
経

費
は
ど
う
す
る
の
か
。
市
民
へ
の

情
報
の
周
知
と
市
民
が
考
え
る
機

会
、
選
ぶ
機
会
を
十
分
確
保
す
る

こ
と
が
何
よ
り
必
要
だ
。

ア
メ
と
ム
チ
の
減
量
作
戦

三
島
市
は
事
業
系
ゴ
ミ
の
専
用

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
を
実
施
し
た
が

一
般
の
袋
よ
り
か
な
り
高
価
だ
。

事
業
者
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
変

革
を
せ
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
る

程
度
の
減
量
は
期
待
で
き
る
。
生

活
系
で
も
ゴ
ミ
袋
有
料
化
は
各
地

で
実
施
さ
れ
て
お
り
趨
勢
と
も
言

え
る
。

町
田
市
で
は
か
な
り
以
前
か
ら

戸
別
収
集
を
実
施
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
や
体
の
弱
い
市
民
に
は
あ

り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
施
策
だ
。
削

減
効
果
も
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

特
段
の
経
費
増
も
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

有
料
化
が
ム
チ
と
す
れ
ば
戸
別

収
集
は
ア
メ
だ
ろ
う
が
、
削
減
に

つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば

終
的
に

は
市
民
に
は
プ
ラ
ス
だ
。
意
識
変

革
作
戦
は
設
備
投
資
の
要
ら
な
い

削
減
策
と
し
て
十
分
検
討
す
る
価

値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

〈
Ｔ
Ｆ
〉

新
し
い
時
代
の
政
治
を
占
う

参
院
選
結
果
が
出
た
。
大
き
な

焦
点
で
あ
っ
た
改
憲
勢
力
3
分

の
2
割
れ
は
か
ろ
う
じ
て
達
成

し
た
も
の
の
、
過
半
数
割
れ
は

は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
。

与
野
党
対
決
で
野
党
共
闘
が

注
目
さ
れ
た
全
国

32
選
挙
区
で
は
22

対
10
の
与
党
勝
利

の
結
果
、
野
党
は

前
回
よ
り
1
議
席

減
ら
し
た
。

静
岡
選
挙
区
で

は
5
候
補
出
馬
だ
っ

た
が
、
自
民
と
国

民
の
現
職
2
名
が

議
席
を
守
っ
た
。

立
憲
・
徳
川
は

出
遅
れ
と
立
憲
候

補
と
し
て
の
認
知

が
浸
透
し
き
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、

初
め
て
の
国
政
へ

の
挑
戦
で
徳
川
の
能
弁
・
有
能

な
特
性
は
広
く
知
れ
た
。

今
回
の
選
挙
で
大
き
な
話
題

は
山
本
太
郎
率
い
る
「
れ
い
わ

新
選
組
」
だ
。
自
由
党
が
国
民

民
主
と
合
流
し
た
の
を
期
に
小

沢
一
郎
と
分
か
れ
、
4
月
10
日
、

一
人
で
「
れ
い
わ
新
選
組
」
を

立
ち
上
げ
た
。
消
費
税
廃
止
や

低
賃
金
1
5
0
0
円
、
Ｍ
Ｍ

Ｔ
（
通
貨
を
増
刷
し
市
場
に
流

す
政
策
）
等
を
訴
え
、
ネ
ッ
ト

上
で
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

街
頭
演
説
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、

若
者
の
支
持
を
集
め
、
既
成
政

党
の
党
首
を
完
全
に
圧
倒
し
た
。

結
成
わ
ず
か
1
1
2
日
で
市
民

か
ら
の
寄
付
金
4
億
円
が
集
ま

り
、
市
民
が
主
体
的
に
参
加
す

る
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
新
た

な
う
ね
り
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、

マ
ス
コ
ミ
は
「
仰
天
異
端
児
」

の
出
現
を
全
く
無
視
。

山
本
太
郎
の
戦
法
は
驚
く
も

の
ば
か
り
、
6
年
前
自
ら
出
馬

し
た
東
京
選
挙
区
は
沖
縄
創
価

学
会
員
、
野
原
氏
を
擁
立
、
山

口
公
明
党
党
首
を
激
し
く
批
判
。

ま
た
全
国
比
例
区
で
は
重
度
身

体
障
碍
者
を
特
別
枠
で
当
て
、

自
ら
は
序
列
3
位
で
登
録
、
3

0
0
万
票
以
上
と
取
ら
な
い
と

自
分
の
当
選
は
危
う
い
と
の

「
捨
て
身
の
戦
法
」
。

結
局
本
人
は
落
選
し
が
政
党

要
件
を
満
た
し
「
市
民
政
党
」

と
し
て
の
橋
頭
保
を
築
い
た
。

党
首
討
論
に
も
出
、
膠
着
し
た

既
存
政
治
を
ぶ
ち
壊
す
新
時
代

の
到
来
を
予
感
す
る
。
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